



























































































































































































































































































































































































書目録』（CATALOGO DE LOS MANUSCRITOS 
LITURGICOS DE LA CATEDRAL DE TOLEDO）
に記載されている、「セラーダ枢機卿文庫」（LA 
COLECCION DEL CARDENAL ZELADA）の
中に漢籍が含まれていることが、判明している。
同図書館のセラーダ文庫に現在保管されている
漢籍は、以下の６点である。
　『大方広仏華厳経』巻第54（1345年抄本）
　 『少微先生高明大字資治通鑑節要』第５～７巻
（明刊本）
　 『明解増和千家詩集』第３・４巻（1574年刊） 
『新鐫梅竹蘭菊四譜』（1620年刊）
　『妄推吉凶弁』（1669年刊）
　『坤輿図説』下巻（1674年刊）
　トレド聖堂参事会図書館に所蔵されている漢
籍の情報については、上述の井上氏の論考の他、
2011年５月６日に復旦大学で開催された、井上
氏の学術講演「スペインのトレド聖堂図書館所
蔵の漢籍について」（復旦大学古籍整理研究所
主催、筆者通訳）の中でも、その書影と共に詳
しく紹介され、同図書館に所蔵されている漢籍
の版本的価値は、会場にいた複数の中国文献学
者（書誌学者）によっても確認された。
　井上氏は、特に『明解増和千家詩集』につい
て詳しく検証している（「トレド聖堂参事会図
書蔵『千家詩』（万暦刊本残巻）について」、『汲
古』第49号、2006年／同氏前掲書『漢籍西遊記』
再録）が、筆者の興味を惹いたのは『大方広仏
華厳経』の残巻である（写真７・８＝井上氏提供）。
写真７（トレド本『大方広仏華厳経』巻第54）
写真８（同上）
研　　究　　紀　　要
－ 203 －
　本書は言わずと知れた大乗経典『華厳経』の、
「泥金写本」であり、「経折本」の形態を取って
いる。表紙の次の葉、絵図の前に付された書牌
の末尾に「至正五年乙酉十二月日 焚香 謹志」
とあり（写真７）、字形も趙孟頫体で書かれて
いることから、本書は元の至正５年（1345年）
に抄写されたものであることに間違いはなさそ
うである。相当古い写本であり、今後本書の版
本的価値等を検証していきたい。
　なお、上述したように『西班牙図書館中国古
籍書誌』には同図書館の情報が掲載されておら
ず、同図書館に所蔵されている漢籍について詳
細に調査した研究者は、或いはかつての方豪氏
と井上氏以外にはまだ存在しないかもしれない。
お わ り に
　今回の調査旅行は、諸般の事情により日程が
非常に緊密であったこともあり、充分な調査に
は至らなかった。全行程で８日間、時差を含め
て往復の航空便に要した３日を除けば、実質調
査に充てられた期間は僅か５日間と、スペイン
全土を回る時間は固より、今回訪れた５都市、
４機関の調査に於いても基本情報を得る程度の
調査しかできなかった。
　本論中でも紹介したように、スペインには中
世以来、歴史的経緯により中国から漢籍を含む
文物が流入しており、中には非常に価値の高い
ものも存在するはずであるが、同国では英仏等
の他の西欧諸国に比べて中国の古典分野に関す
る研究は進んでおらず、海外の研究者もそれほ
ど多くは訪れていない。
　スペイン全土の図書館に所蔵されている漢籍
の情報を網羅していると謳っている上述の『西
班牙図書館中国古籍書誌』には、今回訪れたス
ペイン国家図書館とエル・エスコリアル修道院
図書館の他、スペイン王立歴史アカデミー附属
図書館、バラドリッド市立ロス・アウグスティ
ノス・フィリピノス図書館、マドリッド王宮王
室図書館、国立カタルーニャ図書館、スペイン
国立人類学博物館附属古文書館、ボルハ図書館
の漢籍目録のみであり、トレド聖堂参事会図書
館等の情報が収録されていない点から考えて
も、その他にも漢籍が所蔵されていながら目録
が存在せず、専門家による調査等も行われてい
ない図書館や修道院が、まだスペインには残さ
れている可能性もある。
　トレド聖堂参事会図書館が所蔵する漢籍の詳
細情報を公開している、井上氏の調査報告書『漢
籍西遊記』（その他、アジューダ図書館所蔵の
中国関係資料や、サラマンカに於ける漢籍調査
の概要等も紹介されている）や、かつての方豪
氏の前掲目録（他目録に無いものとして、セビ
ーリャ・インディアス総合古文書館の中国文献
の情報も紹介されている）等は、『西班牙図書
館中国古籍書誌』を補填する資料として極めて
有用であるが、今後、中国学をより充実させる
ためにも、イベリア半島に流入した漢籍の詳細
により強い光を当て、その全貌を明らかにして
いく必要があろう。
　また、井上氏も「国外流出資料の発掘と中国
学の新たな展開～イベリア半島に於ける漢籍調
査をもとにして～」（『中国学への提言――外か
ら見た日本の中国学研究――』、第58回日本中
国学会大会オムニバス講演会講演録、日本中国
学会、2007年／同氏前掲書『漢籍西遊記』再録）
の最後に提言されているように、「資料の存在
こそが研究の方向を決定づける」ことから、「西
欧各国に散在する漢籍のデータベースをできる
だけ早期に構築することの必要性」を、今回の
調査を通して改めて強く感じた次第である。
